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2010年6月、幾多のトラブルを乗り越え、小惑星イトカワの微粒子
を持って地球に帰還した小惑星探査機「はやぶさ」。そのプロジェク
トマネージャーを務められた川口淳一郎教授に、子どもたちの独創
性を育てるためのヒントを伺ってみました。

何かに興味をもたせるには

　私は人類初の人工衛星が打ち上げら
れる直前に生まれました。小学校時代
は人工衛星の開発競争が本格化したこ
ろで、「人工衛星は地球の重力と遠心力
が釣り合うことで飛ぶ」など、聞きか
じったことを自由研究として模造紙に
まとめたのを思い出します。また、火
山噴火のニュースを聞いて、その印象
を作文にした覚えもあります。
　このように、私は小さい頃から、宇
宙に限らず、理科全般に広く興味をも
っていました。父親が理系の出身だっ
たこともあり、家に科学雑誌や科学関
係の写真がたくさんあったことが影響
していると思います。
　ある分野について子どもに興味をも
たせるには、言葉であれこれ伝えるよ
りも、たった一枚の写真の方が強く印
象に残ることもあります。その意味では、
目にする時間は短くても、教室にいろ
いろなニュースや写真を貼っておくこ
とは、その一助になるかもしれません。

評価されると人は伸びる

　そういえば、小学校時代の私は、「暦」
が気に入りませんでした。暦には大の
月（日数が多い月）と小の月（日数が
少ない月）があり、7 月と 8 月のよう
に大の月が続くこともあれば、うるう
年もあります。小学生の私は、「それで
は不自然だから、一定のリズムで流れ
る暦ができないものだろうか」など、答
えのないことをよく考えていたもので
す。

　私はいわば「あまのじゃく」で、人
と同じ考えをもって物事に取り組むの
はあまり好きではありません。もちろん、
そればかりではよくありませんが、科
学技術に限らず、どんな仕事でも、い
かに他人と違うものが発想できるかは
とても大事です。
　先生たちには、子どもが抱く素朴な
疑問や好奇心を、ぜひ伸ばしてほしい
ですね。高等なテクニックは必要なく、
例えば、子どもが何か変わったことを
テーマに作文を書いたら、それをクラ
スで紹介するなど、まずはほめてあげ
ること。発想を認められ、ほめられる
ことは、子どもにとって、必ずプラス
に働くと思います。

正解のない問題を与えてみる

　学校とは、whatではなく、howを学
ぶところです。もちろん howを学ぶこ
とも大切ですが、それだけでは独創性
や新しい発想は生まれてこないと思い
ます。では、どうすればいいのか。難
しいことかもしれませんが、子どもの
独創性を伸ばすようなテーマを与えて
みるのも一つだと思います。インター
ネットで検索すればわかるような問題
ではなく、先生でさえ答えをもってい
ないような問題に取り組ませてみるの
です。例えば、「海が青いのはなぜか」
という問題は、調べれば答えることが
できます。しかし、「いい夢を見る方法
は何か」という問いには、誰も「これだ」
と答えられないでしょう。このような「正
解」のない問題に答えるには、人に頼
らず自分の頭で考えるしかない。そう

やって導き出した答えは、ある意味全
部「正解」なのです。
　小学生には難しいかもしれませんが、
時には、教科書持ち込み可のテストを
してみる。100 点のうちの 60 点は、教
科書を調べれば解答できる問題にして、
残りの 40 点は教科書を見ても解答でき
ない問題を出してみる。ただし、考え
ることが楽しくなるような問題を出さ
ないといけないので、先生は大変かも
しれませんね。
　これからの子どもにとって大切なの
は、正解のない問題に、何でもいいか
ら自分なりの「答え」が書けることです。
お互いの答えを披露しあう「ディベート」
と「プレゼンテーション」の機会があ
れば、なおよいと思います。

時にはリスク覚悟での挑戦も必要

　「はやぶさｰ２」の予算が大幅に減額さ
れた内示が出されました。「夢でメシが
食えるか」と言われましたが、夢が見
られなかったらメシも食えません。時
には独創に挑戦していかなくてはいけ
ません。物事を確実に成し遂げること
も必要ですが、リスクあることにも投
資していかないと、日本の将来はあり
ません。また、どんなに独創的な発想
をしても、それを取り上げてくれる人
やメカニズムがないと、単なる発想で
終わってしまいます。
　多くの子どもたちと日々接する先生
方には、既成概念にとらわれず、子ど
もたちの新しい発想を育てる試み、多
様な新しい教育や人材育成の方法を提
案していただきたいと思います。
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